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インターハイ輝

キラリ

き東奥義塾生

後援会だより第50号記念号　特集2015インターハイ・部活動は今!!

一源三流、惜し涙の三位　王者に惜敗
日本一の夢へ再出発を誓う　女子剣道部各選手　〈陸奥新報社提供〉

来年に向けて気合十分
男子個人堂々三位（53年ぶり男子優秀選手賞に選ばれる）

塚尾凌河選手　〈陸奥新報社提供〉

臆せず快進撃
個人４回戦１本勝ち　８強入　塚尾選手

〈陸奥新報社提供〉

力尽くして笑顔、来年は頂点
準決勝　果敢に攻める塚尾選手惜敗

〈陸奥新報社提供〉

結実！男子回転（インターハイ）
地元大鰐で優勝を果たした

梨田監督と中平選手
〈陸奥新報社提供〉

全国高校スキー大会（インターハイ）
男子回転６位入賞を果たした山田椋喬選手

〈陸奥新報社提供〉 殊勲、全国高校スキー大会（インターハイ）
地元大鰐にて男子回転で優勝を果たした中平賢郷選手

〈陸奥新報社提供〉

剣道女子団体　宿敵強豪守谷（茨城）を撃破！
〈陸奥新報社提供〉

果敢に攻込む小松加奈選手、優勝を目指し
〈陸奥新報社提供〉





（３）第50号 平成28年２月26日（金曜日）東奥義塾後援会だより

　
伊
藤
真
と
い
う
人
が
い
ま
す
。

彼
は
司
法
試
験
の
予
備
校
で
あ
る

伊
藤
塾
塾
長
で
す
。
そ
し
て
予
備

校
塾
長
の
他
に
憲
法
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
い
本
や
、
勉
強
法
に
つ

い
て
の
本
を
多
く
書
い
て
い
ま

す
。

　
伊
藤
さ
ん
は
東
京
大
学
在
学
中

に
司
法
試
験
に
合
格
し
ま
す
。
大

学
在
学
中
に
合
格
し
た
彼
で
す

が
、
実
は
司
法
試
験
を
二
度
受
験

し
て
い
ま
す
。
一
度
目
は
不
合
格

だ
っ
た
の
で
す
。

　
絶
対
の
自
信
を
持
っ
て
臨
ん
だ

一
度
目
の
試
験
で
の
不
合
格
。
東

京
大
学
に
合
格
し
た
彼
で
も
、
司

法
試
験
は
難
関
だ
っ
た
と
い
う
わ

け
で
す
。

　
そ
の
不
合
格
の
経
験
で
得
た
も

の
は
大
き
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

彼
は
司
法
試
験
の
試
験
対
策
の
教

育
に
情
熱
を
傾
け
ま
し
た
。

　
伊
藤
さ
ん
は
著
書
の
あ
と
が
き

で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
書
い
て

い
ま
す
。

　「
司
法
試
験
は
一
年
で
受
か
る

人
も
い
れ
ば
、
十
年
か
か
っ
て
受

か
る
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
一

年
で
合
格
し
た
人
が
偉
く
て
、
十

年
か
か
っ
た
人
が
劣
る
の
か
と
い

う
と
、
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
十
年
か
か
っ
た
人
で

な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
い
景
色
が
あ

り
ま
す
。
鈍
行
列
車
の
窓
か
ら
見

る
景
色
と
、
新
幹
線
か
ら
見
る
眺

め
は
全
く
違
う
の
で
す
。」

　「
も
し
か
し
た
ら
十
年
か
け
て

鈍
行
列
車
で
や
っ
て
き
た
人
の
方

が
、
苦
し
か
っ
た
経
験
を
糧
に
法

律
家
と
し
て
活
躍
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
す
。
ど
ち
ら
が
幸
せ

か
は
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ

の
人
に
と
っ
て
一
番
い
い
と
き
に

合
格
す
る
も
の
な
の
で
す
。」

　
そ
の
人
に
と
っ
て
一
番
い
い
と

き
に
合
格
す
る
。
そ
れ
を
示
す
言

葉
が
旧
約
聖
書
一
〇
三
六
ペ
ー
ジ

に
あ
り
ま
す
。

　「
何
事
に
も
時
が
あ
り
、
天
の

下
の
出
来
事
に
は
す
べ
て
定
め
ら

れ
た
時
が
あ
る
。」（
コ
ヘ
レ
ト
の

言
葉
・
三
章
一
節
）

　
二
〇
一
六
年
を
迎
え
、
本
年
度

も
残
り
ひ
と
月
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

一
年
間
当
会
活
動
の
主
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
未
曾
有
の
惨
劇
東
日
本
大
震
災

か
ら
早
い
も
の
で
三
月
十
一
日
で

五
年
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
津
波
と
津
波
に
よ
る
原
発
放

射
能
漏
れ
事
故
に
よ
り
、
生
活
環

境
と
基
盤
を
失
わ
れ
た
多
く
の
被

災
者
が
、
今
も
な
お
苦
し
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。
引
き
続
き
支
援
の
輪

を
絶
や
さ
ず
一
日
も
早
い
復
興
を

心
よ
り
お
祈
り
し
ま
す
。

　
三
年
生
の
皆
さ
ん
は
、
震
災
の

惨
劇
を
通
じ
、
改
め
て
〝
生
か
さ

れ
て
い
る
事
へ
の
感
謝
〟〝
親
・

家
族
へ
の
感
謝
〟〝
勉
強
・
部
活

動
が
出
来
る
事
へ
の
感
謝
〟〝
友

人
と
過
ご
せ
る
事
へ
の
感
謝
〟
と

い
っ
た
気
持
ち
を
忘
れ
る
事
な

く
、
大
き
な
志
を
持
っ
て
今
卒
業

を
迎
え
ら
れ
て
い
る
事
と
思
い
ま

す
。
三
年
間
で
成
長
さ
れ
た
皆
さ

ん
は
、
自
信
に
満
ち
て
眩
し
い
程

に
輝
き
、
た
く
ま
し
さ
も
感
じ
ま

す
。
心
か
ら
喝
采
を
送
り
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
三
年

前
あ
ど
け
な
い
容
姿
で
東
奥
義
塾

生
と
し
て
入
学
以
来
、
三
年
間
の

学
生
生
活
（
勉
学
、
各
種
行
事
）

や
部
活
動
を
通
じ
て
、
連
帯
感
、

協
調
性
、
心
の
痛
み
が
わ
か
る
心

の
優
し
さ
が
培
わ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
勉
学
や
部
活
動
を
通

し
て
〝
努
力
の
尊
さ
〟
を
知
り
磨

か
れ
た
自
分
に
気
付
き
ま
す
。
顔

の
表
情
に
も
厳
し
さ
と
優
し
さ
が

現
わ
れ
、
言
動
に
も
責
任
感
が
強

く
感
じ
ら
れ
、
皆
さ
ん
の
成
長
さ

れ
た
姿
に
触
れ
、
感
無
量
で
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
同
様
か
と
ご
推
察
い
た
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
将
来
を

見
据
え
、
次
な
る
目
標
（
進
学
・

就
職
）
に
果
敢
に
挑
ん
で
い
か
れ

る
事
を
切
望
し
ま
す
。

　
卒
業
に
あ
た
り
三
年
生
の
皆
さ

ん
へ
、
日
々
私
も
実
践
し
て
お
り

ま
す
。〝
知
恩
報
恩
〟
と
い
う
言

葉
を
贈
り
ま
す
。
自

分
の
周
り
に
は
友

人
や
家
族
や
先
生

等
と
い
っ
た
多
く

の
支
え
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
現
代

社
会
に
お
い
て
、
人
間
関
係
は
希

薄
な
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
卒
業

生
の
皆
さ
ん
は
、
三
年
間
で
受
け

た
恩
（
親
切
、情
け
、恵
）
を
知
り
、

そ
の
恩
に
報
い
る
人
間
に
な
り
ま

す
事
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
度
後
援
会
で
は
、
生
徒
減

少
に
伴
い
会
費
が
減
収
し
て
お
り

ま
す
が
、
会
員
相
互
の
連
携
の

も
と
〝
草
の
根
運
動
〟
を
推
し

進
め
、
従
来
維
持
会
員
（
一
口
、

五
、
〇
〇
〇
円
）
に
加
え
、
平
成

二
十
三
年
度
よ
り
賛
助
会
員（
二
、

〇
〇
〇
円
以
上
）
を
設
け
、
会
員

各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、
お
陰
様

を
持
ち
ま
し
て
事
業
不
足
の
補
填

に
少
し
で
も
役
立
て
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
皆
様
に
対
し
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
来
年

度
も
後
援
会
活
動
へ
の
ご
理
解
の

程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
後
援
会
事
業
の
部
活
動
補
助
の

成
果
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
昨
年

七
月
二
十
八
日
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
和
歌
山
大
会

で
は
女
子
剣
道
部
が
団
体
戦
に
お

い
て
第
三
位
の
大
健
闘
を
み
せ
、

男
子
剣
道
部
塚
尾
凌
河
選
手
が
個

人
戦
に
お
い
て
第
三
位
の
大
殊
勲

を
挙
げ
、
喝
采
を
送
り
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
以
降
の
部
活
動
に
も

目
を
見
張
る
活
躍
が
あ
り
ま
し

た
。
一
、
二
年
生
（
ス
キ
ー
部
は

三
年
生
含
む
）
が
新
戦
力
と
な
っ

た
県
、
秋
季
各
種
大
会
で
は
、
来

年
度
に
む
け
、
日
頃
の
鍛
錬
の
成

果
を
忌
憚
な
く
発
揮
さ
れ
ま
し

た
。
女
子
剣
道
部
が
団
体
、
個
人

優
勝
、
男
子
剣
道
部
が
団
体
準
優

勝
、
個
人
優
勝
を
果
さ
れ
、
全
国

選
抜
大
会
へ
の
出
場
が
決
定
し
た

事
も
喝
采
を
送
り
ま
す
。
来
年
度

の
更
な
る
活
躍
を
確
信
し
て
お
り

ま
す
。
ス
キ
ー
部
男
子
、
女
子
に

お
い
て
県
高
校
ス
キ
ー
大
会
で

は
、
種
目
別
優
勝
を
果
た
し
、
二

月
地
元
大
鰐
開
催
の
全
国
高
校
大

会
で
各
選
手
が
奮
闘
し
男
子
回
転

で
中
平
賢
郷
選
手
が
三
年
間
の
集

大
成
で
念
願
の
優
勝
、
山
田
椋
喬

選
手
六
位
入
賞
と
い
っ
た
好
成
績

を
収
め
た
事
に
賞
賛
を
送
り
ま
す
。

　
本
年
度
も
残
り
ひ
と
月
余
り
と

な
り
ま
し
た
が
、
後
援
会
事
業
で

あ
り
ま
す
部
活
動
へ
の
補
助
を
は

じ
め
と
し
、
一
年
生
特
進
勉
強
合

宿
へ
の
補
助
、
二
年
生
東
北
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
へ

の
補
助
、
三
年
生
セ
ン
タ
ー
試
験

模
擬
試
用
リ
ス
ニ
ン
グ
プ
レ
イ

ヤ
ー
レ
ン
タ
ル
へ
の
補
助
も
無
事

終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。ま
た
、

私
学
助
成
署
名
活
動
へ
の
協
力
を

は
じ
め
、
婦
人
部
の
皆
さ
ん
に
よ

る
会
員
拡
大
と
親
睦
の
た
め
の
研

修
（
本
年
度
仏
ヶ
浦
散
策
）
を
実

施
し
、
後
援
会
活
動
の
側
面
活
動

と
し
て
、
ご
尽
力
を
頂
き
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
同
校
同
窓

会
総
会
に
お
い
て
、
当
会
で
製
作

し
た
Ｃ
Ｄ
（
校
歌
・
讃
美
歌
収
録
）

　
二
〇
一
六
年
の
新
年
を
迎
え
、

後
援
会
の
皆
様
方
に
は
お
元
気
に

お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
我
が
家
で
は
大
人
十

人
、
孫
七
人
が
集
合
し
て
と
て
も

賑
や
か
過
ぎ
る
、
楽
し
い
お
正
月

を
迎
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
、
世
界
で
は
、
紛
争
や
テ
ロ

が
相
次
ぎ
、
多
く
の
難
民
が
あ
ふ

れ
、
大
切
な
命
が
失
わ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
に
お
い
て
も
、
自
然
災

害
や
、
い
じ
め
に
よ
り
、
多
く
の

子
供
達
が
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。

又
、
親
の
収
入
の
格
差
に
よ
り
平

等
に
教
育
を
受
け
る
機
会
が
制
限

さ
れ
て
お
り
、
国
を
あ
げ
て
、
子

供
達
へ
の
手
厚
い
支
援
を
お
願
い

し
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
後
援
会
役
員
一
同
の
念
願

だ
っ
た
女
子
ト
イ
レ
が
新
し
く

な
っ
た
事
を
木
村
教
頭
先
生
よ
り

ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年

五
月
の
総
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
理
事
長
に
直
接
お
願
い
を

い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
実
現
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
様
々
に
子
供
達
の
声
に
な
っ

て
、
一
同
協
力
し
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

　
世
界
で
も
類
を
見
な
い
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
二
十
五
名
も
の
選

手
を
送
り
出
し
て
い
る
義
塾
ス

キ
ー
部
で
は
、
県
ス
キ
ー
選
手
権

に
お
い
て
中
平
賢
郷
君
が
回
転
、

大
回
転
で
二
冠
に
輝
き
、
三
連
覇

を
達
成
。
国
体
ア
ル
ペ
ン
県
予
選

に
お
い
て
は
、
山
田
椋
喬
君
が
二

連
覇
を
達
成
、
佐
藤
春
香
さ
ん
も

二
位
と
、
二
月
に
大
鰐
で
行
わ
れ

る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て
、
梨

田
先
生
共
々
、
気
合
の
入
っ
た
練

習
に
励
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
で

し
ょ
う
。
け
が
の
無
い
様
、
日
頃

の
実
力
を
発
揮
で
き
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　
三
月
に
ご
卒
業
の
皆
さ
ん
、
御

父
母
の
皆
様
に
卒
業
後
も
引
き
続

き
、後
援
会
に
ご
入
会
い
た
だ
き
、

在
校
生
の
皆
さ
ん
へ
の
支
援
を
共

に
お
続
け
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

を
販
売
し
、
後
援
会
活
動
費
に
ご

協
力
を
頂
き
、
併
せ
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
私
立
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
く
、
少
子
化
に
伴
う
生
徒
減

少
に
よ
り
後
援
会
費
収
入
の
減
少

の
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
来
年
度

も
引
き
続
き
〝
生
徒
の
た
め
〟〝
母

校
の
た
め
に
〟
を
合
言
葉
に
、
付

加
価
値
の
あ
る
人
造
り
の
教
育
現

場
の
一
助
と
し
て
後
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
共
会
員
各
位
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。















　
こ
の
度
、
後
援
会
だ
よ
り
第

五
〇
号
の
発
行
を
迎
え
る
事
と
な

り
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
三
年
二
月
二
十
四
日

初
代
赤
石
幸
逸
会
長
に
よ
り
、
東

奥
義
塾
後
援
会
が
発
足
し
、
翌
年

十
二
月
十
七
日
後
援
会
だ
よ
り
創

刊
号
の
発
行
に
至
り
ま
し
た
。

　
卒
業
生
・
保
護
者
の
在
校
生
へ

の
支
援
活
動
の
広
報
の
役
割
を

担
っ
た
〝
後
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今
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も
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在
校
生
の
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援
を
し
、
後
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よ
り
を
通
し
て
情
報
を
発
信
し
て

ま
い
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思
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。

　
今
後
共
、
後
援
会
へ
の
ご
協
力

を
節
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東奥義塾後援会一年間の主な活動

日時 内　　　容

４月 入学式出席・後援会入会式、監査、拡大役員会

５月 後援会定期総会、ＣＤ販売、教職員への会員依頼

６月 東京経済塾友会で後援会だより配布

７月
義塾祭受付手伝い、経済塾友会総会で後援会だより配布
後援会だより発行、同窓会でＣＤ販売・会員拡大活動
会員および関係各位に後援会だより発送

８月
私学助成街頭署名活動手伝い、私学助成署名及び募金協
力

10月 婦人部主催研修旅行、中間監査、第二回役員会

１月 新年顔合わせ会

２月
後援会だより発行
会員および関係各位に後援会だより発送

３月 東奥義塾高校卒業式・祝賀会出席

通年 役員による維持会員・賛助会員集めのため運動

東奥義塾後援会のあゆみ（東奥義塾後援会だより）

年月日 主な後援会の出来事・学校の動き
後援会だより

（現存のもの）
後援会会長 婦人部部長 塾　　長

1978（昭和53）年
２月24日

東奥義塾後援会発足 赤石　幸逸 大坊　健蔵

1979（昭和54）年
12月17日

後援会だより創刊号発行
（題字　福士文知氏揮毫）

創刊号 赤石　幸逸 大坊　健蔵

1980（昭和55）年 ２号 瀬戸　誠一 鈴木　洋子 大坊　健蔵

1981（昭和56）年 瀬戸　誠一 鈴木　洋子 大坊　健蔵

1982（昭和57）年 小山内和三郎 鈴木　洋子 大坊　健蔵

1983（昭和58）年 開学110周年 ３号 小山内和三郎 鈴木　洋子 外﨑長三郎

1984（昭和59）年 小山内和三郎 鈴木　洋子 外﨑長三郎

1985（昭和60）年 小山内和三郎 鈴木　洋子 外﨑長三郎

1986（昭和61）年 ６号 小山内和三郎 鈴木　洋子 外﨑長三郎

1987（昭和62）年 小山内和三郎 鈴木　洋子 村谷　秀則

1988（昭和63）年 石川新校舎献堂式・新制服制定 小山内和三郎 鈴木　洋子 村谷　秀則

1989（平成元）年 小山内和三郎 鈴木　洋子 村谷　秀則

1990（平成２）年 ９号 芳賀　良助 鈴木　洋子 村谷　秀則

1991（平成３）年 芳賀　良助 鈴木　洋子 村谷　秀則

1992（平成４）年 開学120周年 芳賀　良助 鈴木　洋子 村谷　秀則

1993（平成５）年 11号 芳賀　良助 鈴木　洋子 村谷　秀則

1994（平成６）年 芳賀　良助 鈴木　洋子 村谷　秀則

1995（平成７）年 13号 芳賀　良助 鈴木　洋子 小山内尚文

1996（平成８）年 婦人部研修旅行開始 芳賀　良助 鈴木　洋子 小山内尚文

1997（平成９）年 男女共学スタート 14号 芳賀　良助 鈴木　洋子 小山内尚文

1998（平成10）年 15・16号 芳賀　良助 鈴木　洋子 小山内尚文

1999（平成11）年 17・18号 小笠原　正 秋田　麗子 小山内尚文

2000（平成12）年 義塾祭後援会バザー 19・20号 小笠原　正 秋田　麗子 小山内尚文

2001（平成13）年 21・22号 三上　佳生 秋田　麗子 西澤　公司

2002（平成14）年
開学130周年
マイクロバス購入協賛・記念バザー

23・24号 三上　佳生 秋田　麗子 西澤　公司

2003（平成15）年
開学130周年記念校歌・讃美歌・
応援歌ＣＤ制作（後援会・生徒会）

25・26号 三上　佳生 秋田　麗子 西澤　公司

2004（平成16）年
後援会設立25周年記念・
後援会車両（ハイエース）寄贈

27・28号 三上　佳生 秋田　麗子 西澤　公司

2005（平成17）年 29・30号 三上　佳生 秋田　麗子 本間　和夫

2006（平成18）年 31・32号 三上　佳生 秋田　麗子 本間　和夫

2007（平成19）年 33・34号 三上　佳生 秋田　麗子 本間　和夫

2008（平成20）年 後援会会費の郵便振込用紙完成 35・36号 三上　佳生 秋田　麗子 本間　和夫

2009（平成21）年 後援会車両（２台目ハイエース）寄贈 37・38号 三上　佳生 秋田　麗子 江原有輝子

2010（平成22）年 39・40号 小山内秀明（代行） 秋田　麗子 八嶋　成一

2011（平成23）年
義塾祭後援会バザー
賛助会員（2000円以上）新設

41・42号 小山内秀明 秋田　麗子 八嶋　成一

2012（平成24）年 開学140周年 43・44号 小山内秀明 秋田　麗子 八嶋　成一

2013（平成25）年 45・46号 小山内秀明 秋田　麗子 對馬　　勉

2014（平成26）年 47・48号 小山内秀明 秋田　麗子 對馬　　勉

2015（平成27）年
後援会だより第50回記念号発行
後援会設立38年目

49・50号 小山内秀明 秋田　麗子 對馬　　勉
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県高校スキー大会回転・大回転二冠に輝いた中平賢郷選手
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈陸奥新報社提供〉














































